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内 容 梗 概

HITAC5020は,科学技術計算あるいは科学的経営計算をおもな目的とし,事務計算にも適するよう設計,

製造された大形汎用電子計算放である｡本文ではシステム設計のねらい,特長,構成,中央処理装置の機能,

入出力装置の制御方式などについて概要を述べる｡

1.緒 口

ここ数年来,電子計算機に対する需要の伸びには著しいものがあ

り,これらのうちにほ初めて電子計算機を導入する所もあれば,処

三哩量の増加にしたがって導入システムの拡張あるいは追加を行なう

所もある｡科学技術の進歩とともに各種数値計算,シミュレーショ

ン,設計の解析,経営計算などの分野に,大形高速計算棟に対する

需要が増大しつつあるが,5020はこれらの広い用途に適用できるよ

う設計,製作されたシステムであって以下に述べるような種々の特

長をもっている｡

(1)高性能かつ安価で,洗練されたシステムである｡

計算機用として開発されたェビタキシヤルメサタイプの高速ト

ランジスタを使用して直列形の演算回路を構成し,また指標レジ

スタ,演算レジスタその他のレジスタを電磁遅延線から構成して

いるので,回路素子の数が少なく安価であり,価格当たりの処理

能力(コストパーフォーマンス)がきわめてすぐれている｡

(2)優先順位処理と同時処理が可能である∩

演算と多数の入出力装置の制御が同時に並行して行なわれ,プ

ログラムへの割込み,記憶装置の保護,システムの終1L禁止(stop

protection)などの機能と相まって,モニタシステムによる多重プ

ログラムの同時処理によって全体を効率よく稼動することが可能

である｡
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(3)ブロック構成方式であるので,システムの最適構成の選択

および処秤量の増加にしたがってシステムを拡張すること

が可能である〔

記憶装置は8K語,16K語,32K語,49K語,65K語のいずれ

でも選択可能であり,設置後の拡張も可能である｡入出力装置の

制御ほチャネル方式であって,2～14チャネルの制限内で,万能

入出力装置,磁気テープ装置,磁気ドラム記憶装置,カード読取

り磯,カードセソ孔機,ラインプリンタ,磁気ディスク記謄装置

などの制御チャネルを選び,かつ各チャネルごとに入出力装置を

最適台数選ぶことができる｡

2.構 成

システム構成機器は第1図に示すとおりであるが,これら構成棟

器の仕様の概要を述べる｡中央処理装置に関してほ,略記するに止

め,後にもう少し詳細に説明する｡

(1)中央処理装置

主として演算装置から成り,システムの中心的存在である｡

基 本 阿 路 1BMc 2相

演 算 回 路 直列形

サイクル時間 2′JS

情報処理単位 1語,2語または引き続いた2語に含まれる

引き続いたビット情報
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第1図(A)HITAC5020システムの構成図であって,磁心記憶装置中央処
置装置,チャネル制御装置およびそれにつながる入出力装置の最大構成を

示したものである｡

*

日立製作所神奈川工場 工博
**
日立製作所神奈川工場

串**日立製作所中央研究所 理博
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巾 央 処 理 装 置

磁 心 記 憶 装 置(K語)

磁 気 ド ラ ム(台)

ラ イ ン プリ ン タ(台)

カ ー ド 読 取 機(台)

カ ー ド セ ソ 孔機(台)

磁気テープチャンネル

磁 気 テ【プ 装 置(台)
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Ⅰ:HISIPシステム

Ⅱ: カードシステム

Ⅲ:テープシステム

Ⅳ: カードシステム
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第1図(B)各 シ ス テ ム の 構成例
種々の標準構成例である｡これ以外にも種々の構

成を選ぶことができるが,システムプログラムは

こjtらの標準構成に基づいて開発している｡



大 形汎用 電 子 計算 楼 HITAC 5020 の 特 長

アドレス方式 指標レジスタによるアドレス変更,間接アド

レスによるアドレス変更が全命令について可

能

命 令 形 式

演 算 速 度

MVAIBFなど4形式

固定 浮動

加減算 8〃S 20JJS

乗 算 別〃S 36/∠S

飛越し 4〃S

(2)磁心記憶装置

1 語 32ビット＋奇偶検査ビット

読み書き時間 2/JS

容 量 乳192語,16,384語,32,768語,49,152語,

65,536語のうちのいずれか

制御回路方式 語配列方式

ブロック構成方式16K語ずつ独立に読み書きの制御を行なうの

で,1ブロックが故障しても残りの最大49K

語を利用して演算を行なうことができる｡

(3)入出力チャネル

入出力装置はチャネルを介して制御される｡後述｡

(4)万能入出力装置

英字,数字,カナ文字および記号を扱う｡

処 理 速 度 読取り,印字, セソ孔とも450字/分

(5)光電式テープ読取り機

処 理 速 度 200字/秒

(6)H-329形カード読取り機

カードの種類 80欄カード

処 理 速 度 1,470枚/分

送り誤り,ジャムなどの検出を行なう｡

(7)H-323形カード読取り機

カードの種類 80欄カード

処 理 速 度 600枚/分

(8)H-3436形カードセソ孔機

処 理 速 度 300枚/分

(9)H-336形カードセソ孔撥

処 理 速 度 200枚/分

その他,読取り機と同様

(10)H-334形カードセソ孔機

処 理 速 度 100枚/分

(11)H-333形ラインプリンタ

1行最大印字数

印 刷 密 度

最大印刷行数

印 刷 文 字

紙 送

(12)

テ ー

書

処

テ

(13)

込

理

テ 一

書 込

120宇

検約10字/25.4mm

縦約6行,8行または10行/25.4mm

約1,000行

0～9の数字と英字26種と以下の記号および

空自 十
-,｡@%<$=”1｡〔〕;

>‡†)* &/□CR:÷('

印刷形式制御テープに従って改行することも

できる｡

H-3485形磁気テープ装置

プ速度 3.81m/s

密 度 31.5字/mm

速 度 120,000字/秒

プ 長 1,100m

H-175形磁気テープ装置

プ速度 3m/s

密 度 8字/皿m

処 理 速 度 24,000字/秒

7‾
-■

(14)

テ 一

書 込

処 理

フ‾
-■■

プ 長 1,100m

H-3485形磁気テープ装置

プ速度 3.81m/s

密 度 31.5字/mm

速 度 120,000字/秒

プ 長 1,100m

(15)磁気ドラム記憶装置

平均待時間(回転速度) 約10ms (約3,000rpm)

663

記 憶 容 量 32K語,49K語,65K語

情報転送速度 51.2K語/秒

(16)磁気ディスク記憶装置

平均待時間 約100ms

記 憶 容 量 366-1形 22M字

366-2形 44M弓こ二

366-3形 66M字

366-4形 88M字

3.中央処理装置の概要

(1)ア ド レ ス

5020の記憶装置内の1語ほ32ビットから成り,これらのおのお

のにほ0～65,535の語アドレスが付加されているが,これらの情報

をビット単位でも扱えるよう,0～221-1のビットアドレスが付加さ

れている｡各命令語でこれらのアドレスを指定することができる｡

またビット単位のアドレス変更(B-mOdi丘cation)もできる｡

(2)各種レジスタ

アドレス変更に利用される指標レジスタ,演算に使われるAレジ

スタ(累算器)および各種表示子(インディケータ)などは0～31番地

に記憶されている｡

(3)命令語の形式とアドレス変更

形式1 M Ⅴ↑

A↑-

-
■

謡

BF[㍍脚
操作部

標レジスタの指定

ドレズの指定

定指の々/スジレA

アの

脚
馴

ドレスの指定

形式2 MlIIBIF-操作部

M乏Ⅰ2B2W L

††し志㌫器諾の指定
l_去諾㌶諾
I

wビットアドレスの指定

+指標レジスタの指定

など4形式｡

命令語内の語アドレスもビットアドレスも指標レジスタによる変

更および間接アドレス方式による変更が可能である｡多重にアドレ

ス変更をするにほMNI命令(ModifyNextInstruction)を利用で

きる｡

(4)数 値 語

数値の表現には固定小坂点と浮動小数点の2通りあり,舞3図の

とおりである｡頁数は2の補数として表示される｡

(5)自動優先処理

入出力装置は入出力チャネルを介して制御されるが,これらの入

出力装置を効率よく使用し得るよう,入出力装置の動作の終了を検

出して,現在進行中の主プログラムによる処理を暫時中止し,その
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アドレス

竺〕常に0である

〕可変長演算数取扱い命令の繰返しに利用される
指標レジスタ

8
9
･
=
…
1
5

番地変更に指定することはできないが,計数器と
して利用できる

〕⊥ 評

とができる

(a)

(b)

三△.
白冊 第46巻 第4号

(マスクビットとの論理掛こよって決まる)｡

入出力チャネルが使用可能(ready)の状態になる

操作卓上のスイッチを押す

Aレジスタ

16 飛越発生アドレスレジスタおよび記憶装置の保護境界レジスタ

17 各種表示レジスタ,割込みレジスタ

18 マスクレジスタ

31実時間クPッ

甲

65,535

敵b記鐘装置

のチャネル制御レジスタ

クレジスタ

第2図 記 憶 装 置

記憶装置の構造を示したものであって0～15番地はAレジスク,

16～31番地は制御レジスタ,32番地以降は磁心記憶装置である｡

椚番地 桝＋1番地
012･… 203 31

はし最上位のビット
l点の位置
し符号

単語10進93ケタ

単語の場合の最下位のビット ビット

2倍長語

固定小数点表示10進19,0ケタ

012･･= 78910･… 31

指数部
†△
l仮数の小数点の位匠
L仮数の符号

012･･‥

単語の場合の仮数部10進6.9ケタ

31

2倍長語の場合の仮数部10進16.6ケタ

ー128≦指数部≦127 -1≦仮数部く1
浮動′j､数点表示

第3囲 数 値 の 表 示 法
固定小数点および浮動小数点における数値の表示法を示したも

ので,2倍長以上の多倍長語の場合も同様である｡

入出力装置が使用中であるためそれによる処理が待たれていた副プ

ログラムによる処理を行ない,その終了後,再び主プログラムに復帰

することができる｡プログラムの処理は,優先状態(priority mode)

または非優先状態(normalmode)のいずれかの状態で進行し,非

優先状態において以下のような要因が発生すると,次に実行される

べき命令の所在アドレスを32番地に書き込み,33番地へ飛越すこ

17番地 表示子レジスタ(indicator register)
0 1 2 3 4 5 6

トト:++

8番地

･
d
-13121

<U
987

(c)演算によるアフレ

(d)定義されない命令による無操作

(e)間接アドレスあるいはERI(Execute RemoteInstruc-

tion)による無限ループまたは保護されている領域への

書き込み

(f)実時間クロックレジスタのアフレ

(6)記憶装置の保護(me皿Ory prOteCtion)と終止禁止(stop

protection)

多重プログラムの同時処理を行なうにほ種々の問題点を解決せね

ばならないが,中でも多種プログラムの同時処理を制御する計算枚

の一部分とでもいうべきプログラム(MasterControIProgramと

呼ぶ)がプログラムの誤りによって破壊されたり,あるいほプログ

ラムの誤りによって間接アドレスなどの無限ループができたりする

とこれらのプログラムの実行に重大な障害を生ずる｡これらを避け

るため記憶装置内において256語単位で,任意のブロック♯から任

意のブロック#までの単連結な龍城を指定し(16番地の右半語によ

って指定),指定された領域への書き込みを禁止することができる｡

これを記憶装置の保護(memory protection)と言う〔また上述の

無限ループが100〃Sあまり続くと,プログラムの誤りとして検出さ

れ,そのループの処理を中断して,誤り処理のプログラムへ飛越す

こともできる｡これを終止禁止(stop protection)という〔

4.命 令 語

命令語の種類とそれの概要は弟l表に示すとおりであるが,それ

らを枚能別にまとめてみると以下のようである｡

(1)自己アドレス演算数命令

命令語のアドレス部そのものを演算数(operand)としてAレジス

タへ加えたり,乗じたりする｡

演算数が命令語内に含まれているので,記憶容量の節約,演算速

度の向上に役だつ｡

(例) 9番地(Aレジスタ)に小数点の位置が,最上位にビットの

左にある2進正数を10進の小数に変換して,結果を8番地に立

てる｡

10, A9, IM

4, A8, SLL

*-2, Aa, JNA

しscc-2番地しAレジスタ

1516]… 2212(U29

ハ
l
U7

23凸=

9番地を10倍

8番地を左へケタ移動

必要回繰り返す

30392
00
272625242

実
時
間
ク
ロ
ッ
ク

431211
∧U9

(‖入U

765▲432

チ
ャ
ネ
ル
1
使
用
可
能

保護無
操
作

可
変
長
演
算
ア
フ
レ

浮
動
小
数
点
ア
フ
レ

固
定
小
数
点
ア
フ
レ

記
恰
誤
り

ス
イ
ッ
チ
6

ス
イ
ッ
チ
5

ス
イ
ッ
チ
4

ス
イ
ッ
チ
3

ス
イ
ッ
チ
2

ス
イ
ッ
チ
1

優
先
状
態

け
た
上
げ

高値等値低値

10

終
止
禁
止
表
示
子

吉
き
込
み
禁
止
表
示
子

(
l
U76

チ
ャ
ネ
ル
2
誤
り
表
示
子

チ
ャ
ネ
ル
1
誤
り
表
示
子

9 10

タス
ペソ

レクスマ

割込み条件=(優先状態表示子がオフ)･(17,8～17,31と18,8～18,31とのビットごとの論理硫の中にゼロでないものが存在する)

第4図 表 示 レ ジ ス タ と マ スク レ ジ ス タ

表示子およびマスクビットを保持するのほ17,18番地であって,これらは割込み条件の判定などに利用される｡
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大形汎 用 電子 計算 機 HITAC 5020 の 特長 665

記 号の説明

〃=0/1

L/R:

S/D:

S/A:

S/P:

Ⅹ/F:

左半語または右半語

単語または倍長語

符号を含むかまたは絶対値

符号を含むかまたは正数

固定小数点あるいは浮動小数点

/R:繰返すか密か

/T:割込みを許すか否か

演算時間は命令語を読み出し,実子上する時間の総計であって単位はサイクルであ

る｡1サイクルは2〃S

0001

ICA 2

0101

ICS 2

1001

SLL 3

1101

SRL 4

Ⅴ‾ a i_ b

1516172021222425 31

i b

2021222425 _ 31

202122242526 31

i b

V a

151617 202122242526 31

i b

i b w l

m*ほアドレス変更後の実効アドレス

0001

TI壬 6

0101

1011

SLF喜
3

1111

SRF孟
4

0001

JZH 2 4

1

45

00

23
FZTJ

101 0000

VCA
1014

1216

FTL FTF

AV VTZ

0011

VJEl雪12

〇
.
d
-
5

00

23
Nl

JI

010

CA

0101

JNIi2 4

1001

NE1 4

0

47

01

MC

JC

1010

2

3

1110

0

46

0(U(Ull

A

O

APC

SPC

0110

10
SFll,12

l
･
バ
ー
5

10

2〔lU
FNTJ

NE3

1011

4

1111

JNA 2 4

CAF

CSF

AFU

0011

6

8

0111

6

8

1011

0011

11
11,12

0111

SFUll,圭圭
1001

ソフト 9

1010

18

36

1101

ソフト 61 9 DF

1110

37～40

68～70

1011

ソフト 59 9

1111

ソフト 63 9

VCS

0100

10 14

1216
SV VTN

0111

VJUl芭12
1000

VMB

1001

10 14

1216

1011

VJLl召12
1100

VCMl…壬去

1101

1014

1216

1111

VJHl…12
110 0000

ソフト 48 9

0001

ソフト 97

0010

ソフト 98

0100

ソフト 100

1000

JS 7

0101

ソフト 101

MNI

1011

1100

PRC PWC

1111

000000

000001

000100

000110

000010

000011

000111

PSR

PSRB

PSW

PSE

PSA

PSAB

PSWB

0Ⅹ000

0Ⅹ001

0Ⅹ010

0Ⅹ011

0Ⅹ100

0Ⅹ101

0Ⅹ11Ⅹ

IOCD(N)

IOCP(N)

IORD(N)

IORP(N)

IOSD(N)

IOSP(N)

IOJ

(2)けた移動命令

Aレジスタの内容を短語あるいは長語として,左あるいは右へ,固

定小数点,浮動小数点あるいほ論理的な数とみて,

(3)プ陀越し命令

Aレジスタを

1語あるいほ半治

国定小数点あるいは浮動小数点の数

正,負,ゼロまたほゼロでない

ケタ移動する｡

*印ほ演算所要時間の代表である｡

などの規準で判断して飛越す命令と,表示子(indicator)を判断し

て飛越す命令など｡これらの命令を実行すると16番地の左半語に,

命令の所在したアドレスがセットされ,プログラムの追跡などに利

用される｡

一般のループ計算においては,飛越さない場合よりもむしろ飛び

越す場合のひん度が高いことを考慮し,飛び越す場合の先回り制御
l

(advanced control)を行ない,この場合の演算速度を上げた｡
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form

ち/旦

L7軍

S/D

Lノ垂

L/革
S/D

S/D

計算機が止まる｡

プが-◆αγ

内
(
α
γ
)
＋
∽
*
一
伽

(伽)×∽*→伽

容

ボタンを押すと次の麻布示石膏石両面‾

一椚*一一伽

(伽)一椚*一伽

(柄
-216≦∽*<2Ⅰ6

-216≦椚*<216

(の)を椚*ヶタ左へケタ移動

Sbift right

Shiftrightlogical

Shift rigbt且oating

0100101

0100101

0101100

0101101

0101110

0101111

0110000

0110001

0110010

0110011

0110100

0110101

0110110

0110111

0111000

0111001

0111010

0111011

0111100

0111101

CM

AB

D
一
D

D

指数から桝*を減ずる

-216≦†抑*<216

(伽)を椚*ヶタ右へケタ移動
ー216≦,Jげ<216

-215≦椚*<216

仮数を2‾仇*倍し,指数に桝*を加える

-216≦椚*<21【i

(αり)=0⇒椚*へ飛越し

(伽)=0吟∽*へ飛越し
(伽)≧0⇒椚*へ飛越し

仮数が0⇒押Z*へ飛越し

(伽)キ0⇒∽*へ飛越し

(恥)キ0⇒∽*へ飛越し

(α即)<0→椚*へ飛越し

仮数が0でない⇒椚*へ飛越し

何もしない 4

無条件に桝*へ飛越し,0→伽

牡,+拠___卜で指定された表示子がオンならば椚*へ飛越し
(αエ)キ(α丘)に〉∽*へ飛越し

(αエ)キ0⇒∽*へ飛越し

(∽ロ*)一伽

(αエ)＋(α月)→αエ

_2,_42,4

2,4

2,4

言‾‾‾‾‾‾【‾巧
D 6

一】

Clear add且oating

Clear subtract

Clearsubtract且oating

COmpare memOry

add bit wise

S/D

S/D

S/D

S/D

S/'D

S/D

S/D

(椚*)→α,0→〟＋1
(仇*,桝*＋1)一〟,

-(椚p*)一伽

巧土壬

0一′(桝℃*)一α,α十1

(伽)⑳(椚℃*)一伽

(伽)⑳(椚り*)一伽

A

APC

AF

AFU

S

SPC

SF

SFU

M

soft

MF

soft

D

soft

DF

soft

add

add witb preceeding carry

add且oating

add且oating unnormalize

Subtract

Subtract witb preceeding
Carry

Subtract丑oating

Subtract80ating

unnormalize

multiply

multiply且oating

divide

divide floating

(伽)＋(桝”*)→伽

(伽)＋(桝り*)＋c･2‾31(またほ-83)一如
けた上げ表示子がオンならc=1,オフなら亡=0

(α,α＋1)＋′(椚り*)一〃,〃＋1正規化する

(α,α＋1)十′(加γ*)一α,β十1正規化しない

(αu)-(椚か*)一αγ

けた上げ,表示子がオンならc=1,オフならc=0

(〃,α＋1)-′(∽か*)一α,α＋1正規化する

(α,α十1)一′(7作り*)一α,α＋1正規化しない

S:(β)×(∽串)一α,α十1
D:(〃,α＋1)×(椚*,椚*＋1)一〃,α＋1,β＋2,α＋3
(57ェ)=♪とすると(SCC)一九椚*,〃,〃,00,0→♪＋1

〃=0⊂⇒♪＋2へ飛越し,〃=1⇒♪＋3へ飛越し

(α,β＋1)×′(桝′U*)一α,α＋1正規化する･

(59上)=♪

S:(α,α十1)÷(7が)一α 余りα＋1

旦Jタ,α＋1,α＋2,d＋3)÷(椚*,∽*＋1)一〃.α＋1,余りα＋2,〃十3

(61ェ)=♪

(〟,α＋1)一三-(J刀｡*)-〉α,α＋1正規化する

(63ェ)=♪
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コード

1000000

1000001

1000010

1000011

1000100

1000101

i両‾面i†百
iもb‾石打i

lOOlOOO

lOOlOOl

i面‾ね10

1001011

1001100

i緬i

lOOlllO

i60‾1111

1010000

1010001

1010010

1010011

1010100

1010101

1010110

1010111

1011000

1011001

1011010

1011011

1011100

1011101

1011110

1011111

1100000

1100001

1100010

1100011

1100100

1100101

1100110

1100111

1101000

1101001

1101010

1101011

1101100

略 号

T

｢巧⊂
TC

TR

T‾良‾F‾

FT

FTL

FTF

VCA

VA

VTZ

VJE

VCS

VS

VTN

VJU

VMB

VJL

VCM

VAB

VJI寸

soft

soft

soft

soft

soft

soft
‾‾‾‾打

て蕪革二二

JS

MNI

亘匡互

‾戸‾S｢‾

R

RB

A

AB

W

B一

E
W
肌

竪琴旦
PWC

trasfer

名 称

transfer balf

transfer and clear

transfer rounded

百云石もf占リOunded伽ating

丘nd out transition

坑nd out trallSitionlogical

丘nd out transition刊oating

Variablelength clear add

Variablelength add

Variablelength test zero

variablelength jump equal

VariablelengtllClear

subtract

Variablelength subtract

Variablelength test

n()nZerO

Variablelengtb jump
unequal

variablelength multiply
bit wise

variablelengtb jumplow

Variablelength compare

memOry

variablelengtlladd bitwise

variablelengtb jump bigh

jump and set

皿Odify nextinstruction

execute remoteinstruction

select

read

read backward

advance

advance backward

write

eraSe

wind backward

peripberalread console

periplleralwrite console

(4)固定長演算数命令

S/D

I二7哀

S/D

/S

′/

■

′
/
一

/

S
一
S
‥

S

D
一
一
∵

D
‥
D
一
川

D

form

S/A

S/A

/R

/R

/R

/R

/R

/R

/R

/R

/R

/R

S/P

/R

/R

/T

(伽トー〝lγ*

時 間

S 5

D 8

6

｢Sl‾】5‾
D 8

(αて,)→椚エ*7〃尺*は不変

(α申)一桝1,*,0一伽

(α,β＋1)の2▼32のケタを丸めたものを椚*へ入れる

(α,α＋1,α＋2)の2‾84のケタを丸めたものを∽*,桝*＋1へ入れる

仮数の節男旦+三ニヱ_上旦旦旦聖地旦______________________________
しd･｡)の符号と異なるビットのうちの巌L位のビットの語内ビットフ'ド
レスを∽上*へ入れる

(′〟て,)の最も左の1のビットの語l勺ビットアド‾レスを∽ム*へ人わ,その
ビットを0にする

(伽)の仮数部についてFTと同様iこして求まった数をJ7Jエ*へ入れる

(∽1*-)7IJl串＋J)一桝2*～′〃2*＋J RのときはAレジスタ2,3に従

って繰返し

(桝2*～桝2*＋J)＋(桝1*～,〃1*＋J)一JIZ2*～∽2*＋J
RのときはAレシ了スタ2,3に従って繰返し

(α～α十J)=(/?り*＼･JJブ1*＋ハ⇒刀72*へ飛越しノ,Aのときほ絶対値の比
較

-(′〃1*～桝1*＋ハーり柁2*～J〝2*＋J

(椚2*～椚2*＋Jト(椚1*～∽l*＋ハ→椚2*～椚2*＋J

(α～α＋ハキ(〝Zl*～′乃1*十J〕⇒椚2*へ飛越し
Aのときは絶対値の比較

rI〃2*～′/J2*十/)㊧(椚l*､〃り*＋J)一例2*～,〃2*＋J

(α､〟＋J)≧(椚1*--椚1年十ハ⇒桝2*へ飛越し
Aのときは絶対値の比較

低値
(J′i2*～桝2*十ハ章(〝71*･～椚1*＋J)⇒等伯
Pのときけ】E数と1_て比較 高値

表示子をオンにする

(〝プ2*～7Iが＋Jl⑬(/J71*Y7〃1*十トり)子2*～〃才2*＋J

(α～〟＋J)<(椚l*､椚1*＋わ⇒桝2*へ飛越し
Aのときほ絶対値J)比較

(96上)=♪とすると(SCCト♪;椚*,ぴα,α,

む=0なL-〕♪十2へ,〃=1なド_)♪十3へ飛越し
(97ェ)=♪

(SCC)一∽*;α,〃α,00一∽*＋1

〃=0なら桝*＋2,〃=1なら椚*十3へ飛越し
(αエ)＋(椚*)→PSX｡

(PSXγ)で次の命令のアドレス変更を行なう

桝*の命令を実行する

α*チャネ/しの〆*装置を選択し,Jによる入出力動作を開始する.+

記憶装置との情報の授受ほ指令に従う.JTのときほ戯作が終了すると

プログラムへの割込J人で起こる｡

年空襲匠gl旦竺邸器旦L仁～_と_字最んで呼三二さ冬車Iる
椚*の先頭の1字をα*装置の〟′*耗器へf+‾ち出二≠

S

D

1
D
I
D
一
1
D

発い汁山‥SS詑LLSL■発いLL詑い詑繋い詑｢L発いLL一

SS詑LL二門いLL■SS詑LL発い汁山一一発いLL

1
0
1
2
1
4
1
8
一
■
8
1
1
1
2
8
1
0
1
1
1
3
1
0
1
2
1
4
1
6

8
1
1
旦
9

S 演算数が1語
以L

L:内演算数が2
語にまたがる

準に従って処理を行なう｡またこれらの情報とAレジスタとの比較

記憶装置内の単語またほ長語をAレジスタヘ,固定小数点または を行なって高値,等伯またほ低値表示子(high,equal,10Windicator)

浮動小数点の数とみて,加減乗除あるいは論理積,排他的論理和の規 をセットする命令もある｡これらの命令において,MIB部がすべて
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ゼロであると,命令語の所在アドレスの次のアドレスの内容が演算

数として処理される,次アドレス演算数の棟能がある｡

固定小数点演算の多倍長演算が容易なように,加減算によるケタ

上げ(carry)あるいは借り(borrow)を表示し,次にこのケタ上げ

あるいは借りを含めて処理を行なう命令APC(Add with Preced-

ing Carry),SPCもある｡

単語の浮動小数点演算においては,Aレジスタは長語,記憶装置

から読み出した演算数もいったん長語のレジスタにセットしてから

演算を行ない,しかも結果は長語として立つ｡したがって,ケタ合

わせのためのケタ移動によって最下低のビットからあふれて失われ

る情報の演算精度に対する影響ほきわめてわずかとなっている｡

(例)固定小数点4倍長浜算

100～103番地に記憶されている数を12～15番地へ加える｡

102, *A14, A

lOO, *A12, APC ケタ上げも含めて加算する

†しよ芸妄言芸芸
l-アドレス部

(5)転 送 命 令

Aレジスタの単語または半語を,固定小数点または浮動小数点の

数とみて,丸めを行なうか否かの指定に従って,記憶装置内へ書き

込みを行なう｡

(6)ファインド･アウト･トランジショソ命令

Aレジスタを固定小数点,浮動小数点あるいは論理的な数とみて

最も左にある1の語内ビットアドレスを見つけ,それを記憶装置に

書き込む｡

(7)可変長演算数取扱い命令

相隣る2語に含まれる任意の引き続いたビット情報に関する処理

を指定する命令であって,これらの2組のビット情報間の加減算,

これの1組とAレジスタとの,大小あるいは等値の比較などを繰り

返して行なうことができる｡この命令群の適用範囲はきわめて広

く,たとえば索表,最大数あるいは最小数を見つけること,情報の

ブロック転送,2進パターンの取り扱いなどに有用で,シミュレー

ションや設計解析などにも威力を発揮する｡

(例)1,000番地,1,002番地,……,1,998番地と1語おきの左

半語にセットされている正整数のうちから最大数を求める｡

あらかじめ2番地,3番地に次の数をセットしておく｡

64 500

2番軋軒滝壷哀扁201打‾ふ｡_｡=5｡√頂l
繰り返しの回数

3番地Ib
1,000×25

またa番地の左半語に1,000番地の左半語をセットしておく｡

PPO)0, B3, VJH

PPl, *Aa, *15

次のルーチン

PPl)0, B3, VCA

3, 15

PPO, A2,JN

Aレジスタと記憶装置内の

情報の大小比較をして大き

いものをみつける｡

みつかったより大きい数を

改めて,Aレジスタにセッ

ト再び比較を繰り返す｡

(7)その他の命令

サブルーチンへのつなぎまたほ2頚:アドレス変更に使われる命令

(8)入出力関係命令

後述｡

a

…竹}l{}〃1}〟〟〟㈱{}′ル{トーーー･--

0 1213

I B ps

151617202122

M

24 25 31

I B W L

1516 202122 2425262728 31

a:チャネル♯

a′=装置‡

M:指令アドレス(二れによって最初の指令の所存アドレスを指定)

1V:マスクレジスタ杓のaチャネルに【臼杵‡‾る

マスクビットに1キャットするか否かのす旨1こ

L:処確Pl宥を桔左

I+ 石炭仁iテープ

000 読取り

磁1iドラム カ【ト読取り樅 カlドせん孔機 ライン7｡リンタ

読取り 読取リ

001 逆読ふ

010 前 進

011 後 退

100 苫込み 吉込品

101 巻頭 し

110 消 砥

111 巻戻L

せん礼 印 字

注.空所は無芯義

第5図 入出力命令PS(PeripheralSelect)の形式お

よびその指定内容を示したものである｡入出力装置

に動作を開始させる働きをもつ｡

1ト38番地 表示子

15

___ 】

▼.../

指ホアドレス部

16

誤
リ

1
8
記
号
検
出

印
ウ
丁
用
一
紙
不
足

入
力
カ
ー
ド
不
足

テ
ー
プ
始
め
終
リ

1
9
過
長
記
録
カ
ー
ド
読
み
落
と
し

02

計数部

第6図 チャネルの動作を制御し,動作終了後は,終

了時の状態(角nalstatus)を保持するレジスタで,

各チャネルに1語対応している｡

操作部

1516 17

アドレス部

モ三
21 31

31

計数部

最終の指令となるか,あるいは次の

アドレスの指令に進行するか密かの
指定

+
処理方式の指定

一幅雑の転送またJよ空読みの指完

第7図 指令(command)の形式を示したものである

5.入出力制御方式

(1)専問チャネル方式

入力装置を制御するのほチャネルと呼ばれる制御回路であって,

入出力命令PS(PeripheralSelect)によって入出力チャネル#(3～

14)とそれに接続される装置♯および読み書きなどが指定される

と,指定されたチャネルほ,中央処理装置におけるプログラムの進

行と独立して入出力装置の制御を行ない,記憶装置への情報の読み

書きの必要が生ずると,時分割に記憶装置を利用する｡相異なるチ

ャネルに接続される入出力装置ほそれぞれ独立に制御される｡この

制御の詳細を指定するのは指令(command)と呼ばれる入出力チャ

ネル専用の命令である｡
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(2)指 令 方 式 第2表

PS命令で指定されたチャネルほ,同じ命令で指定され

たアドレスから引き続く一連の指令に従って入出力装置

の制御を行なう｡各指令ほ一般に,記憶装置内のアドレ

スの指定(アドレス部)と処理方式の指定(操作部)と処理

すべき語数の指定(計数部)から成り,たとえば磁気テ

ープ装置のチャネルにおいてほ集合書き込み(gather

write)および分散読み(scatter read)が可能で,動作

終了後の状態は19～30番地のチャネル制御レジスタに

表示される｡

(例)磁気テープに集合書き込み(gather write)

100～135,440～462,232～239番地の内容を磁気

テープ上に1ブロックとして集合書き込みする｡

100,IOCP,36.

440,IOCP,23.

232,IORP, 臥

100番地から36語書き込む

引き続いて440番地から23語

さらに232番地から8語を書き

指 令 桝 】ⅩXXXX】
0 1516 2021 31

669

コ
ー ド 略 号】 名 称

00000

00001

00010

00011

00100

00101

01000

01001

01010

01011

01100

01101

IOCD

IOCP

IORD

IORP

IOSD

IOsp

IOCDN

I6CPN

IORDN

IORPN

IOSDN

IOSPN

ご三り三_.1上む二
込み,ブロック間げきを入れ

る｡

(3)チャネルの動作

チャネルほ中央処理装置,磁心記憶装置および入出力装置の間に

介在して,中央処理装置からの指示(PS命令)に従って入出力矧畳

を制御し,1語の処理の終了に伴って磁心記憶装置へ時分割に割込

みを行なう｡今,これを磁気テープチャネルを例にとってその動作

を述べる｡

PS命令ほ,チャネルとそれに接続される装置♯を選択し,チャ

ネルの処理方式(読取り,逆説み,書き込み,巻戻しなど)をチャ

ネルに指示し,さらに処理内容を指定すべき指令群の先頭アドレス

をチャネル制御レジスタ(19～30番地)にセットし,プログラムは

次へ進行する｡書き込みの場合についてみると,指定を受けたチャ

ネルは磁心記憶装置に時分割に割込んで指令を読み出す｡この指令

のアドレス部と計数部はチャネルとチャネル制御レジスタに分離し

てセットされ,このアドレスの内容(1語)を磁心記憶装置から読み

出し,この情報を字の形(1語32ビットを5仏字に編集する,1字

=6ビット)に編集し,磁気テープ上に1字ごとに並列に書き込

み,1語の書き込みの終了前に磁心記憶装掛こ時分割に割込んで,

あらかじめ次の1語を読み出しておく｡チャネル内にあるアドレス

レジスタの内容は1語を磁気テープ上に書き込むべき情報を1語磁

心記憶装置から読み出すたびに,1だけ加えられ,チャネル制御レ

Ⅹ

input output by count controland disconnect

inp11t Output

input outptユt

input output

input output

by count controland proceed

of a record and disconnect

ofa record and proceed

untilsignaland disconnect

inp11t Output untilsignalalld proceed

input output by count controlin no transmission

input output by count controlin no

input output ofa recordinllOtranSmissionmode

input(

input

mode and
disconnect

右前｢‾▼【

proceed

and disconnect

output ofa recordin no transmission mode and proceed

untilsignalin notransmissionmodeanddisconnectOutput

input output untilsignalin

input output jump

no transmissionlnOde and proceed

0または1

ジスタにある計数器からは1だけ引かれる｡この処理が何回か繰り

返され,計数器の内容が0になると指令(command)の処理ほ終了

し,チャネル制御レジスタ内の指令アドレスは1加えられて次の指

令が読み出される｡テープ上に書き込むべき情報またほチャネルの

動作を指定する指令を磁心記憶装置から読み出す場合,中央処理装

置におH-る各指令に関しては磁心記憶装置を利用しない処理ほチャ

ネルからの割込みと無関係に進行し,磁心記憶装置を利用する場合

にほ2サイクル(指令の場合は3サイクル)待たされる｡H-582

(66.7kc)1チャネルについてこの割込みによる記憶装置の利用率を

求めてみると,次の程度である｡

撃退野･宣×10-6×4秒=5%
5ケ古宇

る.緒 言

以上HITAC5020のハードウェアの概要について記述したが,詳

細についてはHITAC5020命令語の説明書を参照されたい｡またソ

フトウェアシステムに関しては別の機会に報告する予定である｡
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